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【平成２４年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 
 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 
○ A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

 A－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、一部に 
遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 C 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の中止

が適当である 
（意見等） 
本研究の目的は、アト秒からフェムト秒の超高速量子ビーム誘起反応の解明を目指し、アト秒の電子

線発生と、低ジッタでの測定が可能な技術を開発し、アト秒領域の超高速測定を実現することにある。

明確な研究計画の基に、当該電子線パルスの生成と計測、ダブルデッカー電子ビームパルスラジオリシ

スと等価速度分光法パルスラジオリシスの開発及びフェムト秒・アト秒領域での量子ビーム誘起現象の

測定手法の確立の全ての項目で着実に成果が得られており、現時点での目標を満たしていると認められ

る。研究手法の開発とともに、ドデカンにおける再結合反応や水和電子の生成に関する初期情報が得ら

れ始めており、更に成果を積み重ねれば、最終的には当初目標を超える成果達成も期待できる。 

検証結果   当初目標に対し、概ね期待どおりの成果があったが、一部上がらなかった。 
ダブルデッカーパルスラジオリシスの実現、等価速度分光法の高度化、量子ビーム誘起

現象の測定手法の確立及び９フェムト秒の電子ビームの発生と計測に関しては５年間で

着実な成果が得られている。しかしながら、当初目標であった１フェムト秒以下の電子ビ

ームは確認できていない。また、量子ビーム誘起現象の初期反応過程についてはいくつか

の明瞭な実験結果が得られているものの、全貌が解明されたとは言い難く、研究進捗評価

以降の論文発表による成果の公表は十分ではない。 

A－ 

 

  


